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2018 年度学校関係者評価について、下記のとおり評価結果を報告します。 

 
記 

 
Ⅰ 学校関係者評価委員 
  ①学外委員 
   浦島睦（株式会社いつき総研代表取締役） 

浅尾亮介（株式会社 Next Stage こころ接骨院院⻑） 
   坂上算野（上級心理臨床カウンセラー・家族相談士 ･キャリアコンサルタント） 
   松本樹（本校卒業生） 
 
  ②学校関係（事務局） 
   住⽥⾏志（関⻄健康科学専門学校 校⻑） 
   池上友広（関⻄健康科学専門学校 副校⻑） 
   ⽇向崇（関⻄健康科学専門学校 事務局主任） 
 
Ⅱ 学校関係者評価委員会の開催状況 
  第 1 回委員会 2020 年 3 月 4 ⽇ 14 時 30 分から 16 時 
   （会場 関⻄健康科学専門学校 301 室） 
     出席 （学外委員） 
         浦島睦、浅尾亮介、坂上算野、松本樹 
        （学校関係（事務局）） 
         住⽥⾏志、池上友広、⽇向崇 
 
Ⅲ 学校関係者評価・意見事項について 
  自己点検・評価及び学校評価の概要の説明を⾏い自己点検評価委員会がまとめた 2018

年度自己点検・評価報告書（点検評価項目）を基に本委員会で確認した内容について意
見交換を⾏った。 

 
 



Ⅳ 重点目標 
 １ 重点目標について 
   「教育理念」及び「教育方針」は明確に定め、適切な高等職業教育がなされている。 
   「学校運営」についても学校法⼈神⼾創志学園を通じて適切に⾏われている。今後も

職能教育機関として更なる学校運営の発展及び⼈材教育の向上を目指し計画的且つ
組織的な取り組みに努める。 

 
Ⅴ 学校関係者評価・意見交換について 
   自己評価と学校評価の概要の説明があり、自己点検・評価報告書に関する意見交換を

本委員会で実施した。 
 

１ 教育理念・目的・育成⼈材像 
    教育理念・育成⼈材像は明確であり、学校案内等にも記載してある。これからも兵庫

県唯一の柔道整復師養成専門学校として社会、業界から求められる⼈材育成に貢献
していくことに期待している。  

 
２ 学校運営 

学校運営については学校法⼈神⼾創志学園として事業計画を策定し、さらに事業報
告書にいてその達成及び進捗状況をホームページに公開している。これは教職員の
みならず、不特定多数者も閲覧できる。 
学校法⼈神⼾創志学園として、学校運営について計画及び報告共に適切であるとい
える。 

 
３ 教育活動 

     スポーツ医療柔道整復学科では「柔道整復師学校養成施設指定規則」の法令を遵守し
たカリキュラム内容を打ち出している。社会に役立つ柔道整復師の育成のため、常に
業界の動向を把握し、教育内容に反映させている。2018 年度より実施している本校
における新カリキュラム内容及び進捗状況等の説明があり、より一層の教育内容の
充実が期待できる。今後も学校と柔道整復師業界並びに教育機関、企業が連携した取
り組みに期待ができる。 

 
４ 学生支援 

     学校生活全般について支援体制が整備されている。 
     学費に係る経済面及び学業面に係る学生生活全般に対して支援を⾏っている。 
     夜間部学生においては教育訓練給付で継続的に支援している。学生が抱える多くの

問題を重要課題としてとらえており、今後も多様な方策を試案し、より一層の学生支



援等の充実に期待できる。 
 

５ 教育環境 
     教育環境については、関係法令に基づいて整備されている。開学から 18 年を迎え老

朽化しつつある更衣室、トイレの改修を⾏った。それ以外にも計画的に施設、設備等
も整備を⾏っている。今後もより一層の充実した教育環境づくりに期待できる。 

 
６ 学生の募集と受け入れ 

    学生募集活動は学校案内パンフレット、ホームページ、ネット媒体や進学情報誌、学
校説明会等で多岐にわたって⾏っている。これからも「建学の精神」「教育理念」に
基づく教育を⾏い広く学生募集活動に努めていくことに期待している。 

 
７ 財務 

    財務運営管理は学校法⼈神⼾創志学園で統括して⾏っており、専門学校においても
明確に記載されており、特に問題はない。 

 
８ 法令等の遵守 

    法令は遵守されており、特に問題はない。今後も法令を遵守した運営がなされること
を期待する。 

 
Ⅳ 学校関係者評価委員会の全体的な総括について 
 

 今回の委員会では自己点検・評価報告書に基づいて本校担当者より説明を⾏った。 
１  総括事項 

   「学校運営」は適切に⾏われており「教育理念」及び「教育方針」については明確で
あり、兵庫県唯一の柔道整復養成専門学校として誇れる学校である。2018 年度より
実施されている新カリキュラムについても実技授業の充実など一層の教育内容の充
実が期待でき、今後も職能教育機関として更なる学校運営の発展、⼈材育成の向上を
目指した計画的且つ組織的な取り組みに期待している。 

 
 

以上 
 


